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2016年 8月 8日 

株式会社エス・エム・エス 

みずほ情報総研株式会社 

株式会社みずほ銀行 

 

企業従業員の健康改善支援サービス創出への取り組み 

～経済産業省実証事業「ウェアラブル機器等を活用した管理栄養士伴走による 

健康改善プロジェクト」の開始～ 

 

株式会社エス･エム･エス（本社：東京都港区、代表取締役社長：後藤 夏樹、以下「エス・

エム・エス」）、みずほ情報総研株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：西澤 順

一、以下「みずほ情報総研」）、株式会社みずほ銀行（本店：東京都千代田区、頭取：林 信

秀、以下「みずほ銀行」）の 3 社による「管理栄養士伴走による健康改善コンソーシアム」

（※1）は、本年 6月に、経済産業省の委託事業（※2）の採択候補先に選定されました。 

これを踏まえ、本コンソーシアムは、このたび、みずほ健康保険組合の被保険者の健康改

善を目的としたサービスを提供する実証事業、「ウェアラブル機器等を活用した管理栄養士

伴走による健康改善プロジェクト」（以下、「本実証事業」）（※3）を開始しました。 

 

※1 エス・エム・エスは新しい生活習慣病予防サービスの開発、<みずほ>はヘルスケア産業にお

けるインキュベーションを目的として、本コンソーシアムを結成。 

※2 平成 27 年度補正予算「IoT 推進のための新産業モデル創出基盤整備事業（企業保険者等が有

する個人の健康・医療情報を活用した行動変容促進事業）」。 

※3 期間は 2016年 7月から 2017年 2月末まで。 

 

 本実証事業の概要  

●背景・目的 

本実証事業は、「日本再興戦略 2016」の主要施策「600 兆円に向けた『官民戦略プロジェ

クト 10』」に掲げられた「世界最先端の健康立国へ」の一環として行われる事業です。 

健康・予防サービス産業の拡大は、経済的な効果にとどまらず、医療・介護費用の適正化

をもたらすことが期待できます。すでに活用が進んできているレセプト・健診データに加え

て、ウェアラブル機器等から得られる日々の健康情報（歩数、血圧、体重等）を有効に活用

する「個別化健康サービス」のビジネスモデルの確立は、健康・予防サービスの成長産業化

に向けた重要な課題の 1つです。 

こうした社会的要請に基づき、本実証事業では、企業従業員の行動変容を促進し、生活習

慣病を予防する「個別化健康サービス」のビジネスモデルの実現を目指し、参加者の健康づ

くりの継続や健康状態の改善等の効果等の検証を行います。 
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図 1：「個別化健康サービス」による行動変容のイメージ 
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●実証内容 

血糖値や勤務地等の要件を満たしたみずほ健康保険組合の被保険者に参加を呼びかけ、

HbA1cの値が 5.6％以上 6.5%未満（※4）の条件を満たし、参加同意が得られた約 80名に対

し、エス・エム・エスが実施する「管理栄養士伴走型の健康改善サービス」を無償で提供し

ます。本サービスでは、参加者本人がウェアラブル機器とスマートフォン等を用いて日々の

運動量や食事を管理するとともに、専門医の監修のもと、専属の管理栄養士が、スマートフ

ォンアプリを通じて参加者ごとのライフスタイルに合わせて食事・運動の両面でサポートを

行います。本年 8月から来年 1月まで本サービスを提供し、参加者の健康づくりの取組状況

や HbA1cの改善状況等を検証します。 

 

※4 HbA1cは、ヘモグロビン・エイワンシーと読み、血液中の総ヘモグロビン量に占める糖化ヘモ

グロビンの割合を示しています。過去 1～2ヶ月の血糖値の平均を反映するとされ、糖尿病の

診断に使われます。日本糖尿病学会によれば、HbA1c5.6%～6.5%未満は保健指導が必要なレベ

ルとされています。 

 

 

 

 

 

【経済産業省資料よりコンソーシアムにて作成】 
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図 2：本実証事業の全体像 
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●期待される成果 

本実証事業の取り組みにより、参加者の当事者意識の高まりと前向きな行動変容が生じ、

参加者の健康づくりの継続と健康状態の改善をもたらしうるサービスが創出されることが

期待されます。 

 

●各社の役割分担 

団体名  役割  

エス・エム・エス（代表団体）  事業統括、事業設計、データ管理・分析、管理栄養士

伴走型の健康改善サービスの実施、システム関連全般 

みずほ情報総研  

みずほ銀行 
本実証のサポートとデータ分析等 

 

 

 

【コンソーシアムにて作成】 
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今後に向けた取り組み 

 エス・エム・エスは、2003 年の創業以来「高齢社会に適した情報インフラを構築するこ

とで価値を創造し社会に貢献し続ける」ことをミッションに掲げ、介護・医療・ヘルスケア

などの領域で「高齢社会✕情報」を切り口にした 40 以上のサービスを開発・運営していま

す。ヘルスケアの領域においては、管理栄養士をはじめとした医療従事者の幅広い会員基盤

を活かし、認知症・糖尿病及び生活習慣病の正しい予防サービスなどを提供することで、高

齢社会を取り巻く方々が、より健康でイキイキと生活することのできる社会の実現に貢献し

ていきます。 

 

 <みずほ>は、健康づくり無関心層も含めた多数の市民を健康づくりに誘引するインセンテ

ィブ制度の実証事業「健幸ポイントプロジェクト」や、健康長寿社会の実現を目的とした産

官学有識者による「スマートウエルネスコミュニティ協議会」の運営等、健康長寿社会の実

現に向けてさまざまな取り組みを行っています。本実証事業への参画もこうした取り組みの

一環であり、<みずほ>は今後も日本のヘルスケア産業の発展とインキュベーションに貢献し

ていきます。 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社エス・エム・エス 

経営企画部 平島（ひらしま） 

電話：03-6721-2404 

E-mail：smsinfo@bm-sms.co.jp 

URL: http://www.bm-sms.co.jp/ 

 

みずほ情報総研株式会社 

広報室 佐藤（さとう） 

電話：03-5281-7548 

 

株式会社みずほ銀行 

コーポレート・コミュニケーション部 広報室 赤平（あかひら） 

電話：03-5252-6574 

mailto:smsinfo@bm-sms.co.jp
http://www.bm-sms.co.jp/

